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ここで、v は活動電位*1、u は膜電位を安定化する回復変数である。パラメーターa,b,c,d の変化
により、いろいろな種類のニューロンのダイナミクスを模擬できる。 はシステム外部から獲得
した電流の強度である、 はシナプスを通す電流である。 
シナプスを通す電流 は、wをシナプス強度、 と をシナプス前ニューロンとシナプス
後ニューロンの膜電位として次式で表される。 
 
相関係数の計算には以下の Jaime による評価式を使用した。 
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デルを提案した。現在、シミュレーションにおいては、Hindmarsh-Rose モデルと Izhikevich モ
デルなどの単純な数学モデルが使用されることが多い。 
３）スパイク時刻依存シナプス可塑性（STDP）：ニューラルネットワークの学習や記憶に対して、
一番大切なメカニズムはシナプス可塑性である。シナプス前ニューロンとシナプス後ニューロン
の活動電位発火時刻によって結合強度の変化方向と変化の大きさが決まる特性をスパイク時刻依
存シナプス可塑性と呼ぶ。 
４）非激励ニューロン発火時間：ニューロンネットワークの中に、スパイク列を発生し、他のニ
ューロンとニューラルネットワークの活動を起こすニューロンを激励ニューロンと呼ぶ。激励ニ
ューロンの活動の開始から他のニューロンの活動の開始までの時間を非激励ニューロン発火時間
と呼ぶ。 
